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チームスポーツでは選手たちが協調してプレーすることが重要ですが、そうした協調性を評価すること
は容易ではありません。本研究では、ラグビーのスクラムを対象に、選手たちがいかに力を結集して
相手を押しているか、その協調関係（ハーモニー）をウェアラブルセンサを用いて分析します。

練習中の選手の腰に無線慣性センサを装着し、得られる加速度データから、各選手がいつ、どの位
の強さで、どの方向に押そうとしたのか、そして全体としてどのように出力したかを簡便に評価します。
その結果は、手元のPCアプリにデータベース化され、その場で確認することができます。

日々の実践的なデータを蓄積することで、各選手の特徴や再現性などを把握できるだけでなく、どの
ような選手の組み合わせが適切かを見極めることにもつながります。また、この技術は、スポーツに限
らず、様々な集団の行動（動きやリズムなど）を評価することにも応用できます。

ラグビースクラムのハーモニーを紡ぐ

Easy assessment of player coordination with wearable sensors

ウェアラブルセンサを用いた選手間協調の簡便な評価
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簡便なウェアラブルセンシング 選手間協調をフィードバック

加速度データの例

分析・データベース化

日々のトレーニング

慣性センサ

フィードバック画面の例
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• ウェアラブルセンサで簡便に運動計測

• その場で協調関係（ハーモニー）を見える化

• データを蓄積し、選手の特徴や組み合わせの
評価に活用

• スポーツ以外にも転用可能

＊NTTコミュニケーションズ シャイニングアークスとの共同実験です

ピークタイミングを音にするフィードバックも

前から後ろの順番
になっているか？

前向きに大きな値
がでているか？

ピーク時刻のスペクトログラムの例
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良いスクラムは、
低い音から高い
音に聞こえる


